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１．海水配管トレンチ汚染水対策工事の進捗状況

２号機タービン建屋 ３号機タービン建屋 ４号機タービン建屋

２号機海水
配管トレンチ

３号機海水
配管トレンチ

立坑
Ａ

立坑
Ｂ

立坑
Ｃ

立坑
Ｄ

トンネルＢ

ト
ン
ネ
ル
Ａ

開
削
ダ
ク
ト

立坑
Ａ

立坑
Ｂ

立坑
Ｄ

Ｎ

開口部Ⅰ

開口部Ⅱ

開口部Ⅲ

４号機海水
配管トレンチ

■位置図

■進捗状況（平成27年5月19日現在） 汚染水除去全体進捗：59%

：閉塞済
：充填中

立坑
Ｃ

2号機ｽｸﾘｰﾝ･ﾎﾟﾝﾌﾟ室 3号機ｽｸﾘｰﾝ･ﾎﾟﾝﾌﾟ室 4号機ｽｸﾘｰﾝ･ﾎﾟﾝﾌﾟ室

号機 ２号機 ３号機 ４号機

状況

・トンネル部充填：12/18完了

（約2,510m3/約2,510m3）

・立坑充填：2/24開始

（約200m3/約1,990m3）

・トンネル部充填：4/8完了

（約3,140m3/約3,140m3）

・立坑充填：5/2開始

（約115m3/約2,660m3）

・トンネル部充填：3/21完了

（約460m3/約460m3）

・開口部Ⅱ・Ⅲ充填完了（約170m3）

残滞留水量 約1,790m3 約2,545m3 約60m3

（開口部Ⅰおよび建屋張出部を除く，隔壁海側の想定量）

充填量 約2,710m3 約3,255m3 約630m3
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：トンネル閉塞材料

：一次充填材

：二次充填材

：キャッピング材

立坑Ａ

立坑Ｂ

立坑Ｃ

立坑Ｄ

Ｎ

トンネルＢ
ト
ン
ネ
ル
Ａ

２号機海水
配管トレンチ

閉塞済

充填中

２号機タービン建屋

２．１ ２号機：立坑A,D充填の進捗状況

O.P.-12.011m O.P.-12.276m

２
号
機
タ
ー
ビ
ン
建
屋

O.P.-0.6m
O.P.-0.932m

←開削ダクト ←開削ダクト

【立坑Ａ】 【立坑Ｄ北】 【立坑Ｄ南】

二次充填材：3/5
キャッピング材

：3/28

二次充填材：3/25

キャッピング材：3/5

キャッピング材：3/26

二次充填材：3/23

キャッピング材
：4/1

二次充填材：3/23

一次充填材：3/18
一次充填材：3/18

二次充填材：
2/24, 25, 3/2

二次充填材：
2/24, 25, 3/2

キャッピング材
：3/13

トンネル閉塞材料
：3/20

キャッピング材
：5/9

二次充填材：5/1

キャッピング材
： 5/8

二次充填材： 4/30

キャッピング材
：4/7

二次充填材
：4/3

キャッピング材
打設予定日：5/27

二次充填材
：4/29

一次充填材：3/31

キャッピング材
： 5/14

キャッピング材
:5/16

キャッピング材
：5/12

一次充填材：4/24
一次充填材：4/27 一次充填材：4/27

 4/24より２サイクル目の打設を開始し，現状２サイクル目のキャッピング材
２層目を実施中。

 5/27に立坑A.Dの充填が完了する予定。

▼O.P.-2.0m▼O.P.-1.9m▼O.P.-1.6m

打設高さは速報値
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２．２ ２号機：立坑A,D充填中の水位変動状況①

 ２サイクル目の２層目キャッピング材の打設に際し，5/14に立坑C南北
から約60m3揚水し，水位差を生じさせた。

立坑C北水位計取り換え

立坑D北キャッピング材打設

立坑D南キャッピング材打設

立坑Aキャッピング材打設

立坑A施工準備のため
水位低下

降雨による
水位上昇
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２．２ ２号機：立坑A,D充填中の水位変動状況②

⑤立坑Bの水位低下
（連通量約0.01～

0.02m3/h程度）

④

④立坑Aの水位低下に伴い
立坑Bの水位が低下⑤

③

③立坑Bの水位低下に伴い
立坑Aの水位低下

T/B建屋と立坑A間の凍結箇所の連通状況
・①，②から、T/B建屋と立坑A間の連通はほとんどないと
推察。

立坑Aと立坑B間の連通状況
・③・④から、立坑A－B間の連通は残っていると推察。
・連通量：5/14-5/18の期間の立坑Aの水位低下量から計
算すると、水位差0.5mに換算して、0.01m3/h未満。
・立坑Aの水位減少分の滞留水は、立坑Bを通じて立坑C
北に流入していると推定。このとき、立坑C北の水位はほと

んど変化していないが、手測り確認を行った結果では、
5cm程度の上昇が確認されており、立坑Aの減少量と概ね
一致。

立坑Bと立坑C間の連通状況
・⑤の立坑Bの水位減少速度および、立坑Aからの連通量
を考慮した、立坑B～C間の連通量は、水位差0.5mに換算
して0.01-0.02m3/h程度。
・なお、トンネル充填終了以降、立坑充填は立坑A・Dのみ
実施しており、立坑B～C間の連通量は変化していない。

立坑A
キャッピング材打設
による水位上昇

②

②T/B建屋と2m以上水位差がつ
いた状態においても、立坑Ａに
顕著な水位上昇は見られない。

：水の動き

立坑Ａ～立坑Ｂ～立坑C北における状況の考察

 立坑Ａ～トンネルＡに連通が残存。但し，水位変動量から概算した連通量
は微量と推定（0.01m3/h未満）。

 立坑Ｂ～Ｃ間の連通量は0.01～0.02m3/h程度と推定。

① 立坑Ａの水位が上昇しない
→タービン建屋と連通していれば水位は上昇

①

＜考察＞
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２．２ ２号機：立坑A,D充填中の水位変動状況③

③

立坑D北キャッピング材打設

② キャッピング材打設後，立坑C北
の水位は，手ばかりにて確認すると
上昇している

③立坑D北の水位が低下

②

T/B建屋と立坑D南間の凍結箇所（開削ダクト）の連通状況
・ ①から，タービン建屋と立坑D南間の連通はほとんどな
いか，少なくとも水位計では検知できないレベルと推察。

→開削ダクト部の凍結止水により，タービン建屋との連
通が遮断されたものと推察

立坑C北と立坑D北間の連通状況

・ ②は，スライド５のとおり，キャッピング材打設後におけ
る，立坑C北の水位変化は立坑Ａ，Ｂからの連通に起因
するものであると推定しているが，③に見られる，立坑D

北の水位低下による連通が立坑Ｃ北へ流入していた場
合，バランスしない。

考察：材料打設後の立坑D北の水位は立坑D南にすりつく
ように低下しているようにも見え，立坑D北～D南間

に亀裂等によるわずかな連通がある可能性。（なお，
立坑D南は面積が大きいため，立坑D北からの連通
があったとしても，水位はほとんど変化しない。）

・連通量：立坑C北は，立坑Bを通じた立坑Aからの流入も
あるため，立坑C北～D北間の連通は小さくなっている
ものと考えられる。

① 立坑Dの水位が上昇しない
→タービン建屋と連通していれば水位は上昇

①

開削ダクト北～立坑D北～立坑C北における状況の考察

 開削ダクト部における凍結止水により，タービン建屋と立坑D北との連通が遮断
された可能性が高い。

 立坑D北の水位低下は立坑D南への移動によるものである可能性が高く，立坑D
北～トンネルC北の連通は小さくなっているものと考えられる。

＜考察＞
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２．２ ２号機：立坑A,D充填中の水位変動状況④

開削ダクト南～立坑D南～立坑C南における状況の考察

 開削ダクト部における凍結止水により，タービン建屋と立坑D南との連通が遮
断された可能性が高い。

 立坑C南の水位上昇は地下水の流入によるものが主である可能性が高く，立坑
D南～トンネルC南の連通は小さくなっているものと考えられる。

③立坑C南の水位が上昇

②立坑D南の水位が低下
していない

① 立坑Dの水位が上昇しない
→タービン建屋と連通していれば水位は上昇

②

③

T/B建屋と立坑D南間の凍結箇所（開削ダクト）の連通状況
・ ①から，タービン建屋と立坑D南間の連通はほとんどな
いか，少なくとも水位計では検知できないレベルと推察。

→開削ダクト部の凍結止水により，タービン建屋との連
通が遮断されたものと推察

立坑C南と立坑D南間の連通状況
・ ②のとおり，立坑D南の水位は変化していないにも関わ
らず，③のとおり，立坑C南は水位が上昇。

考察１：立坑南D→C南間の連通が立坑C南の上昇量程度
あるとした場合，立坑D南は5cm程度低下する。

考察２：T/B建屋→立坑D南→立坑C南の流れにより立坑D
南の水位が下がっていないとした場合，5/14より前
の期間において，立坑D南やC南の水位が1cm/日
の速度で上昇する。

考察３：考察１・２の矛盾を踏まえると，立坑C南の水位上
昇は，立坑C南やそれにつながる分岐トレンチに地
下水が流入している可能性が高い。

・連通量：1サイクル目充填後の揚水試験においては立坑
D南の水位が4cm低下したが，今回は水位低下が

見られないことから，連通が小さくなっているもの
と考えられる。

①

＜考察＞
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【参考】２号機：水位変化（トレンチ内滞留水の増減バランスに関する考察）

立坑D北･南
一次充填材

4/9,5/13 手ばかり確認による水位データ補正等を実施

１サイクル目揚水試験
立坑A

ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ材
立坑A

一次充填材
立坑D南
ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞﾞ材

立坑D南,Ｄ北
ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞﾞ材

立坑A,Ｄ南,Ｄ北
二次充填材

期間１：4/9-4/20の期間における立坑C
北・C南・Bの水位上昇と立坑A・D北・D南

の水位低下により計算される立坑全体
の滞留水の増減のバランスは、17.8m3
の流入（0.07m3/h）。

立坑D北
ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞﾞ材

期間２：4/28-5/11の期間における各立坑の滞留水の増減
バランスは、材料打設による増分を除き、3.7m3の流入
（0.01m3/h）であり、時間あたりは小さい。

期間３：5/14-5/18の期間におけ

る各立坑の滞留水の増減バラン
スは、5.2m3/h（0.06m3/h）の流
入。

赤点線：立坑C北（ドリフト補正後）

・トレンチへの流入経路は、T/B建屋からと地下水の流入が考えられ
るが、期間２の立坑Cが高い位置にある期間は流入量が少なく、期間
１・３の立坑Cの水位が低い期間においては、流入量が増加。
→立坑Cの水位が低下すると、立坑Cに地下水が流入すると推察。
期間１および３の立坑C北・南の水位変化から、分岐トレンチがつ
ながっているC南に流入している可能性。

・期間２において、T/B建屋と立坑A・Dの間に水位差がある状態で、立
坑Aや立坑Dの水位の上昇が見られず、トレンチ全体の増減バランス
も計算上0.01m3/hとわずか。
→T/B建屋と立坑A、T/B建屋と開削ダクト間の凍結止水により、T/B
建屋とトレンチの縁がほぼ切れている状態と推察。

立坑C北・南それぞれから揚水を実施し、C北・南
間の開口部（概ねOP+1.35m）以下に水位を下げ
たことにより、立坑C北・南を別々に評価可能。

立坑C北のみからの揚水を実施。OP+1.35ｍのC北・南
間の開口部により、C南は1.35mを維持。C南に流入し
た水はC北に落下する状態。

 トレンチ内滞留水の増減バランスから、立坑Cの水位低下時、地下水流入の可能性。

 タービン建屋と立坑A・開削ダクト間の凍結止水により、タービン建屋とトレンチはほぼ縁が切れている状況と推察。
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２．３ ２号機：立坑A,D充填後の方針
 立坑A,D充填２サイクル目実施中の水位変動状況から推定できることは下記の通り。

• 立坑A・Dはタービン建屋と水位差を保持している状況から，立坑Aおよび開削ダクト部における凍結止水が

進展し，タービン建屋とトレンチ間における連通がほぼなくなったものと推定。（温度データは参考資料参照，
内部の凍結状況等については現在確認中）

• 立坑A～トンネルAおよび立坑D～トンネルCの連通は立坑充填１サイクル目に比べ小さくなったものと推定。

 但し，トレンチ内における連通が残存している可能性を考慮し，当面の間，立坑内および周辺につ
いて監視を行う方針とする。

 監視は設置高さが最も低い立坑Cで実施する計画とし，立坑A上部，立坑B，開削ダクト部は順次トン
ネル閉塞材料で充填・滞留水の除去を進める。

 立坑Aのキャッピング材打設およびその他立坑等の充填により，連通がなくなったと判断できた場合

は立坑周辺のみの監視へ変更を検討。

 なお，開削ダクト部の凍結箇所より建屋側については建屋との連通があるが，現状，滞留水の除去
および内部充填が困難であるため，建屋滞留水の水位低下に合わせて充填を実施する方針。

開削ダクト部
凍結箇所

開削ダクト充填後も滞留水が
一部残存
(現状の建屋水位で約165m3)

開削ダクト部
建屋接続部拡大図
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２．４ ２号機：海側立坑の充填方針
【目 的】 連通の残存可能性を考慮し，立坑内の水質について確認を行う

（周辺地盤の既設観測孔については，継続して水位・水質の確認を行う）

【方針案】 立坑Cに現状のポンプ構造を利用して立坑を途中まで充填し，既設の管を観測孔として利用
（この場合にも現状の滞留水は除去を実施）

現状，立坑CのポンプはO.P.+0.9mまで無孔管のガイドパイプとともに挿入して
いることから，O.P.+0.9mまで立坑を充填することにより，トレンチ内滞留水を
除去しつつ，無孔管内を観測孔として利用。

なお，観測孔内に滞留した水は揚水し，観測孔内の水位を十分低く保つ方針。
但し，観測孔内に滞留しない場合，若しくは，地下水の流入が支配的であること
が確認された場合，周辺地盤の観測孔による確認は継続し，トレンチ内は地表ま
で充填・閉塞することを検討。

北は無孔管の
先端まで，南
は隔壁の貫通
部まで充填

壁面等の想定連通箇所
を通じ観測孔内へ流入

▼O.P.+1.4m

滞留した場合，
ポンプアップに
より観測孔内の
水位を低下

立坑C
概略図
（現状） 既設管を

観測孔
に利用

立坑C概略図
（観測孔設置後）

：今回充填

▼O.P.+0.9m
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立坑Ａ

立坑Ｂ

▲4/16 立坑Ａから揚水

立坑Ａにおいて、水位計の値は低下しているが、手ばかり
測定結果では揚水直後から水位が変化していないこと，お
よび追加設置した水位計は水位変動がないことを確認。

→ Ｔ/Ｂ建屋→立坑Ａ、立坑Ｂ→Ａの連通はないと判断

立坑Ｃ

立坑ＣはT/B建屋より高い水位にあって，上昇していることから，地下水
の流入の可能性。但し時間経過とともに水位の上昇速度が低下傾向。

３．１ ３号機海水配管トレンチ 揚水試験結果

11

時間降水量

立坑Ｄ北

立坑Ｄ南

タービン建屋

立坑Ａ
（追加設置分）立坑Ａ（手ばかり計測）

▲4/21 立坑Ｂから揚水 ▲4/27 立坑Ｃから立坑Ｂへ移送

 立坑Ａの水位変化がないことから、タービン建屋～立坑Ａ、立坑Ａ～Ｂ間の連通はないと判断。

 立坑Ｂ，Ｃへは、地下水の流入の可能性。

 4/27の立坑Ｃの揚水以降、立坑Ｂ・立坑Ｃの水位変化はないことから、立坑Ｂ～Ｃ間、立坑Ｃ～Ｄ
間の連通はないと推察。

立坑Ｂの水位計は低下しているが、手ばかり測定結果では、
水位が変化していない。

→ 立坑Ｃの水位変化がほとんどないことも考慮すると、
立坑Ｂ→Ｃの連通はないと推察。

立坑Ｃからの揚水直後は、地下水の流入
と思われる水位上昇が見られるが、その
後は水位計・手ばかり測定結果ともに、
立坑Ｃの水位はほとんど変化せずに一定
を保っている。

→ 立坑Ｄ→Ｃの連通はないと推察。

立坑Ｂは、立坑Ｃ
とともに水位が上
昇。立坑Ｂへの地
下水の流入の可能
性。

立坑Ｃ

立坑Ｂ

立坑Ｂ（手ばかり計測）
立坑Ｂ

立坑Ｃ
（手ばかり計測）

計測中止
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社

（１）目的

トンネルA・B・Ｃの連通の有無を把握する。また、立坑ＡとT/B
建屋の間に連通がないことを確認する。

（２）実施時期

4月16日にStep1、4月21日にStep2、4月27日にStep3を実施

（３）実施方法

次の３ステップで実施する。

Step1 立坑Aからの揚水：目標水位2.0m （揚水量約12m3）

Step2 立坑Bからの揚水：目標水位2.2m （揚水量約100m3）

Step3 立坑Cから立坑Bへの移送：立坑C目標水位2.2m

（揚水量約60m3）

立坑Ｄ

トンネルＢ

トンネルC

立坑A

トンネルA

立坑Ｃ立坑Ｂ
Ｐ

Ｐ

揚水

揚水

Ｐ揚水

面積（m2） 備考

立坑Ａ 22 （OP+2.55m以上）
10 （OP+2.55m以下）

立坑Ｂ 160-190 （高さによって変化） 分岐トレンチ含む

立坑Ｃ 90-160 （高さによって変化） 分岐トレンチ含む

立坑Ｄ 45 （OP+2.2m以上）
70 （OP+2.2m以下）

（参考）揚水試験水位変動範囲付近における各立坑の面積

【参考】 ３号機：トンネル充填後の揚水試験 概要

12
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 13

：トンネル閉塞材料

：一次充填材

：二次充填材

：キャッピング材

３．２ ３号機：立坑充填の進捗状況

O.P.-17.411m

【立坑Ｄ北】【立坑Ｄ南】

３号機タービン建屋→

一次充填材
：5/26,30予定

二次充填材：5/2

一次充填材
：5/26,30予定

キャッピング材
：5/23予定

二次充填材：5/2

キャッピング材
：5/21

キャッピング材
：6/8予定

キャッピング材
：6/5予定

二次充填材
：6/2予定

二次充填材
：6/2予定

キャッピング材
：6月下旬予定 キャッピング材

：6月下旬予定

二次充填材
：6月下旬予定

二次充填材
：6月下旬予定

一次充填材
：6月中旬予定

一次充填材
：6月中旬予定

 5/2より３号機トレンチの立坑部充填開始。

 順次立坑A,B,Cについてトンネル閉塞材料で充填予定。

 揚水試験の状況から，立坑Ｄについても２サイクル目はトンネル閉塞材料で実施予定。

【立坑Ａ】

O.P.-17.136m

トンネル閉塞材料
：5/15

トンネル充填部
トンネル
充填部

トンネル
充填部

３号機
タービン
建屋

２サイクル目はトン
ネル閉塞材料での充
填に変更予定

トンネル閉塞材料
打設予定日：5/25

打設高さは速報値

▼O.P.-0.8m

▼O.P.-11.9m ▼O.P.-11.8m
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 14

３．３ ３号機：今後の方針

 揚水試験の結果速報から，トンネルＡ，トンネルＢおよびトンネルＣについては良好
な充填状態であると判断。

 立坑Ａは，建屋～立坑A～立坑B間に連通がないことから，トンネル閉塞材料にて充
填を実施中。

 立坑Ｂ，立坑Ｃについても，順次トンネル閉塞材料にて充填を実施する。

 立坑Ｄに関しては，２号機の立坑Ａ，Ｄと同様の手法により充填を実施中だが，トン
ネルＣを通じた海側への連通がないことから，１サイクル目までの実施とし，上部に

ついては，他の立坑同様にトンネル閉塞材料での充填を行う予定。

 ３号機については，引き続き周辺地盤の監視を継続する。

t1209154
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 15

４． 今後の予定

 ２号機は，６月中に滞留水の除去完了を目指す計画。
 ３号機は，順次トンネル閉塞材料での立坑部の充填を実施。CSTへの移送を含めた６月中の滞留水

除去，７月中の充填完了を目指す計画。
 但し，タービン建屋の水質（特に塩分濃度，カルシウムイオン濃度など）の急激な変化に伴い，若

干の変更可能性あり。

充填箇所

（カッコ内は滞留水量）

～H27.1 H27.2 H27.3 H27.4 H27.5 H27.6 H27.7

２号機 トンネル部

（計：約2,510m3）

立坑部

（計：約1,990m3）

３号機 トンネル部

（計：約3,140m3）

立坑部

（計：約2,660m3）

４号機 トンネル部

（計：約460m3）

開口部

（計：約200m3）

※ 工程調整等により、除去時期の変動可能性あり
※ 表中の▲数字は当該月のトレンチ内滞留水除去量の見込み（m3)
（滞留水の水質による処理設備側への影響を考慮しない場合）

▲2380

（放水路上越部については
実施時期調整中）

：充填作業

：移送作業

▲130

▲1200 ▲1400

▲290 ▲170

完了

完了 完了

完了 完了

完了
▲2510

完了

▲70

▲540

▲200

▲350

▲280

完了

完了
▲1440

t1209154
テキストボックス



無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 16

（参考） ４号機：現在の状況

 開口部Ⅱおよび開口部Ⅲについて充填完了。
 開口部Ⅲ・放水路上越部の水移送は実施済みであり，４号機トレンチ内滞留水は，開口部Ⅰおよび放水路上

越部の一部，建屋張出部を除き，ほぼ除去完了。
 放水路上越部の充填に際しては，隔壁の海側に充填孔を設ける必要があるため，周辺工事との作業調整のう

え，秋頃に充填を行う予定。
 開口部Ⅰについては，建屋床面とほぼ同じ高さで接続しており，滞留水除去および充填が現状困難であるこ

とから，建屋滞留水の水位低下に合わせて充填を行う方針とする。

Ｎ

放水路上越部の滞留水移送実施開口部Ⅱ・Ⅲ充填完了

t1209154
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（参考）２号機：水位変化（1サイクル目揚水試験実施以降）

立坑D北･南
一次充填材

4/9,5/13 手ばかり確認による水位データ補正等を実施

１サイクル目揚水試験
立坑A

ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ材
立坑A

一次充填ﾞ材
立坑D南
ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞﾞ材

立坑D南,Ｄ北
ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞﾞ材

立坑A,Ｄ南,Ｄ北
二次充填材

立坑C北側から2

号機タービン建
屋へ約60m3の移
送を実施。

立坑D北
ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞﾞ材

立坑A一次充填

材打設準備のた
め、揚水実施。 水位差をつけて

キャッピング材を
打設するための
事前の揚水の実
施（立坑Ｃ北、Ｃ
南から約60m3）

立坑Ｄ北一次充
填材打設による
水位上昇。

立坑Ｃ北の水位計はドリフトが確認されたため取
り替えを実施。併せて、各立坑の水位データにつ
いて、手ばかり確認による補正を実施。
なお、補正前の立坑C北の水位については、立坑
C北とC南の間にはOP+1.35m付近に開口部があり、
立坑C北と立坑C南の水位はOP+1.35m以上にお
いては同じであるため、赤点線の値と考える

赤点線：立坑C北（ドリフト補正後）

立坑Aにおける2

回目のｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ
材打設実準備の
ため、水位を一
時的に低下させ
た。
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無断複写・転載禁止 東京電力株式会社 18

【参考】 ２号機：水質分析結果

 立坑Ａ：ポンプの設置高さと建屋接続高さの関係から，タービン建屋から流入してきた水をそのまま移送していたと考えられ，底部の水の
濃度が高いままであったが，立坑充填に伴い底部の水が水面付近に現れたものと推察。

（なお，1/20の揚水試験で水位を下げたことにより，タービン建屋から流入し，濃度が一時的に低下したものと推察）

 立坑Ｂ：試料採取の前日（5/18）の降雨の影響により，濃度は一時的に低下と推察。

 立坑Ｃ：全体的に濃度に大きな変化はないことから，現状，地下水は濃度変化に影響を及ぼさない程度の流入量であると推察。

 立坑Ｄ：現状，止水によりタービン建屋からの流入がないことから，濃度は立坑充填前後でほぼ変わらないという結果。なお，4月のデー
タは，雨水等の流入による一時的な低下と判断。

揚水試験
（12/24）

揚水試験
（1/20）

揚水試験
（1/20）

揚水試験
（12/24）

揚水試験
（4/9）

揚水試験
（4/9）

揚水試験
（12/24）

揚水試験
（1/20）

揚水試験
（4/9）

H27.5.19 H27.5.19H27.5.19

H27.5.19H27.5.19

※ 5/19の立坑C,Dのデータはそれぞれ
立坑C南，立坑D南のデータ
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【参考】 ３号機：水質分析結果

 トンネル充填における水質の大きな変動はなく，セシウムについては，タービン建屋以下の濃度となっている。

 引き続き，揚水試験後の水質データを確認し，評価を行う。

揚水試験（4/16）

天井部充填（4/8） 天井部充填（4/8） 天井部充填（4/8）

天井部充填（4/8） 天井部充填（4/8）

揚水試験（4/16） 揚水試験（4/16）

縦軸：Bq/cm3
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（参考）２号機：凍結止水箇所の温度変化（2号立坑A）

ＮＮ

２号Ｔ/Ｂ

立坑部立坑部立坑部

T1 T2 T3 T4 T5 T6 T7 T8

T9 T10 T11 T12 T13 T14 T15 T16
K1S5 S6

S7

S1 S2
S3 S4

S8Ａ ＡＡ Ａ
K5

K6 K4

K2
K3

立坑内の充填が進捗し、打設面が凍結止水箇所に近
づいてきたことにより、一次充填材や二次充填材の
打設後、S6-5、S6-4は一時的に温度が上昇。

（打設面：OP-1.6m

凍結止水箇所下端：OP-0.6m）

5/19現在は、どの測定点も-20℃以下で推移。

OP-0.6m

OP+3.8m

OP+2.5m

OP+1.5m

OP+0.5m

OP+3.5m

OP-0.5m

K6K6 K4K4

5,710

K5K5

S2S2S6S6

S2-2

S2-3

S2-4

S2-5

S6-2

S6-3

S6-4

S6-5

平面図

A-A断面図

S2-2

S2-4

S2-5

S6-2

S6-3

S6-4

S6-5

T/B建屋 水位

S2-3

2号立坑A 水位

2号立坑A

立坑A一次充填材打設準備
のため、揚水実施。

冷凍機用電源設備点検
に伴う、冷凍機の一時
停止による、温度上昇。

二次充填材

ｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ材

一次充填材

１サイクル目
揚水試験

立坑Aにおける2

回目のｷｬｯﾋﾟﾝｸﾞ
材打設実準備の
ため、水位を一
時的に低下させ
た。
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（参考）２号機：凍結止水箇所の温度変化（2号開削ダクト）

2号開削ダクトの温度は横ばいで、大きな
変化はない。

平面図 A-A断面図

OP+3.10m

OP+1.85m

S10 S11 S13 S14 S15

OP-0.65m

S12 OP+10.0m

#
2
T
/B

K1

ＮＮ
S10

S14 S15

Ａ Ａ

S11 S12
S13

開削ダクト北側 開削ダクト南側

#
2
T
/B

K2

S15-3

S15-4

S15-5

S14-3

S14-4

S14-5

S11-3

S11-4

S11-5

S10-3

S10-4

S10-5

S13-3

S13-4

S13-5

S12-3

S12-4

S12-5

開削ダクト南側

開削ダクト北側

S13-3 S13-4

S13-5

S14-3

S14-4

S14-5

S15-3

S15-4

S15-5

T/B建屋 水
位

S10-3

S10-4

S10-5

S11-3

S11-4
S11-5

S12-3

S12-4

S12-5
2号立坑D北 水位

T/B建屋 水位

2号立坑D南 水位

一次充填材 二次充填材
キャッピング材 キャッピング材１サイクル目

揚水試験

１サイクル目
揚水試験

一次充填材 二次充填材
キャッピング材 キャッピング材

立坑Ｄ南一次充
填材打設準備の
ため、揚水実施。

立坑Ｄ北一次充
填材打設による
水位上昇。

立坑Ｄ南一次充填材打設
準備のため、揚水実施。

冷凍機用電源設備点検
に伴う、冷凍機の一時
停止による、温度上昇。

冷凍機用電源設備点検
に伴う、冷凍機の一時
停止による、温度上昇。
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